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【図1】土器川における在来種・外来種の割合

【写真3】香川県自然記念物に指定されている木戸の馬蹄石

【写真1】土器川の瀬切れ
礫は和泉層群の砂岩

【写真2】土器川の扇状地礫層を構成する砂岩礫の
礫層から見つかった、片岩礫

【図2】土器川における昆虫類の種数と出現時期

ウラジロガシ
八幡神社

ツブラジイ
西の宮

ツボスミレ
やや湿った樹木に被陰されない草地に生育する

ナチクジャク
天川神社の林床に生育する

カワラサイコ
乾き気味の砂地に生育する

カワラケツメイ
日当たりの良い草原に生育する

アブラボテ
分 布

日本固有種：濃尾平野以西の本
州、四国北部、九州北部、淡路島

体 長
約40～100㎜

分 布 アフリカ、ユーラシア大
陸、日本、オーストラリア   

コチドリ

大きさ 全長 16㎝ 翼開長 35㎝
土器川の川岸に小石を集めた巣をつくる。

分 布 アフリカ、ユーラシア大陸、東
南アジア、日本、オーストラリア

セッカ

大きさ 全長 13㎝ 翼開長 16㎝
土器川の河川敷や周辺のため池のス
スキ原等に、草とクモの巣で巣をつくる。

分 布 日本亜種（関東以西
の本州、四国、九州）

グンバイトンボ

大きさ 40mm
土器川中流域のツルヨシ群落に生息
していたが、2004年の台風の影響で
環境が消滅し、以後見つかっていない。 

分 布 日本（本州、四国、
九州）、朝鮮半島

ナベブタムシ

大きさ 9mm
土器川上流域の砂底に生
息する。

土器川では、これまでに純淡水魚34種、通し回遊魚17種、周縁性淡水魚（汽
水域でみられる魚類の総称）50種の合計101種の淡水魚が確認されている。
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新
聞
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は
、大
滝
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川
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
竜
王

山
や
大
川
山
が
位
置
す
る
讃
岐
山
脈
を
水
源
と
し
、仲
多
度
郡
ま
ん

の
う
町
、丸
亀
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を
北
流
し
て
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戸
内
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注
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す
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の
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で
あ
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周
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な
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残
り
、貴
重
な
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見
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こ
と
が
で
き
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と
と
も
に
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流
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で
、そ
れ
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れ
異
な

る
環
境
が
見
ら
れ
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水
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類
や
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生
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め
と
し
た
多
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な

動
植
物
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察
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が
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き
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す
。

土
器
川
の
水
は
、年
間
降
水
量
が
少
な
い
中
讃
地
域
の
貴
重
な
水

源
と
し
て
古
く
か
ら
導
水・貯
水
さ
れ
て
お
り
、こ
の
こ
と
が
水
生
生

物
の
多
様
性
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
環
境
を
残
す
土
器
川
に一層
親
し
み
、楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、こ
の
ガ
イ
ド
マッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
あ
、ガ
イ
ド
マッ
プ
を
片
手
に
、土
器
川
の
自
然
を
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。

土
器
川
の
水
辺
に
お
い
て
多
様
で
希
少
な
植
物

を
観
察
で
き
る
場
所
は
源
流
部
や
そ
の
周
辺
の
森

林
で
、特
に
大
川
山
が
お
勧
め
だ
。最
も
気
軽
に
散

策
し
や
す
い
場
所
は
、中
流
域
か
ら
下
流
域
の
河

川
敷
だ
。砂
地
を
好
む
ツ
ル
ヨ
シ
群
落
が
発
達
し
、

河
口
付
近
で
は
、泥
地
を
好
む
ヨ
シ
へ
と
変
わ
り
、

塩
生
植
物
の
記
録
も
あ
る
。こ
の
エ
リ
ア
は
堤
防

や
川
床
の
防
災
工
事
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、河

川
敷
に
は
ス
ポ
ー
ツ
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園
な

ど
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
人
の
影
響
を
大
き
く
受
け

て
い
る
。こ
の
よ
う
な
人
為
的
に
か
く
乱
さ
れ
た
環

境
で
は
在
来
種
が
減
少
し
、代
わ
り
に
外
来
種
が

侵
入・定
着
し
や
す
く
な
る
。河
口
に
近
い
場
所
ほ

ど
植
物
の
種
数
が
少
な
く
外
来
種
の
割
合
が
多

く
な
り（
図
１
を
参
照
）、蓬
莱
橋
で
は
外
来
種
の

方
が
多
い
。2
0
6
種
の
外
来
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の
う
ち
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オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
や
ア
レ
チ
ウ
リ
な
ど
繁
殖
力
の
強
い

種
や
河
川
敷
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よ
く
見
ら
れ
る
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ

ナ
が
拡
大・繁
茂
し
て
い
る
が
、そ
れ
で
も
、イ
ヌ
ハ

ギ
、カ
ワ
ラ
サ
イ
コ
、カ
ワ
ラ
ツ
メ
ケ
イ
な
ど
の
河
原

特
有
の
在
来
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、香
川
県
の
低
地
に
は

農
耕
地
や
住
宅
地
が
広
が
り
、

山
林
の
多
く
が
植
林
や
落
葉
広

葉
樹
の
二
次
林
で
、ほ
と
ん
ど

が
人
工
的
な
環
境
と
な
っ
て
い

る
。も
し
、人
手
が
加
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
、シ
イ
や
カ
シ
な
ど
の

暖
帯
常
緑
広
葉
樹
林（
照
葉
樹

林
）に
覆
わ
れ
て
い
た
。土
器
川

の
中
流
域
か
ら
上
流
域
に
は
多

く
の
社
寺
林
が
点
在
し
、中
に

は
照
葉
樹
林
の
構
成
種
で
あ
る

シ
イ・カ
シ
類
が
残
っ
て
い
る
貴

重
な
場
所
も
あ
り
、香
川
県
本

来
の
植
生
の
面
影
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。そ
の
よ
う
な
お
勧
め

の
社
寺
林
ベ
ス
ト
5（
表
1
を

参
照
）を
選
出
し
た
の
で
、散
策

し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ご挨拶

国土交通省の河川水辺の国勢調査によれば、土器川の中流（常包橋以北）から河口に
かけて、1993年から2012年までに計667種の維管束植物（シダ植物と種子植物）が確
認されており、そのうちの461種（約70％）が在来種である。

自然観察のマナー
● 自然を知るには、まず五感から！

動植物をよく知るには、顔を近づけて見るだけではなく、
手で触れ、においをかいでみるなど、五感を使って観察
してみましょう。

● 自然の中で耳を澄ませてみよう！
野鳥の声や虫の音、風の音や川のせせらぎなど、自然

のすばらしい音に耳を澄ませましょう。
音楽を流したり、ラジオを聴いたりしながら歩かないよ

うにしましょう。

● 山火事に注意しましょう！
雨の少ない瀬戸内の森は一年中乾燥しています。森の
中での火気は厳禁です。タバコは決められた喫煙場所以
外では吸わないようにしましょう。

● 危険な生き物には近づかないように！
スズメバチやマムシなど危険な生き物には
注意しましょう。見かけたら驚かさないように、
ゆっくりとその場を離れましょう。
また、森の中には、ウルシの木やハゼノキ
など触ると肌がかぶれる木があるので注意しましょう。

● 自然の中に入るときの七つ道具！
長そで・長ズボン、足元がしっかりした靴、帽子、軍手、
水筒、雨具、健康保険証

● 疲れたら休もう、予定を変えよう！
のんびり、ゆったり歩くことが自然観察の基
本です。特に、夏は熱中症に気をつけましょう。
カミナリが聞こえてきたり、急に天候が悪く
なりそうな場合には、無理は禁物です。早めに避難しま
しょう。

● イノシシに出合ったら！
　 襲われないための３原則
一つ　何もせず放っておく （無視をする）と、ほとんどの

場合、向こうから逃げていきます。
二つ　ゆっくりと後ろに下がって、静かにその場を立ち去

るか、物陰に隠れましょう。
三つ　決して威嚇したり、追い払ったりしないでください。

絶対にエサは与えないようにしましょう。イノシシ
が人を襲うようになります。

本です。特に、夏は熱中症に気をつけましょう。

なりそうな場合には、無理は禁物です。早めに避難しま

 危険な生き物には近づかないように！

など触ると肌がかぶれる木があるので注意しましょう。

これには注意しよう
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土
器
川
は
、讃
岐
山
脈
の
竜
王
山（
標
高
１
０
５
９ｍ
）を
源
と
し
、瀬
戸
内
海
へ

注
ぐ
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
と
丸
亀
市
の
河
川
だ
。水
源
か
ら
河
口
ま
で
の
距
離
が

３３
㎞
の
川
で
、県
内
で
魚
類
の
生
物
多
様
性
が
最
も
高
い
場
所
の一つ
と
な
って
い
る
。

淡
水
域
で
は
源
流
部
に
の
み
生
息
す
る
種
か
ら
、下
流
域
に
限
定
的
に
生
息
す
る
種

に
至
る
ま
で
、種
に
よ
って
棲
み
分
け
が
あ
り
、こ
の
こ
と
が
多
様
性
を
生
み
出
し
て
い

る（
表
１
を
参
照
）。源
流
の
種
数
は
少
な
い
が
、自
然
度
の
高
い
特
徴
的
な
在
来
種

の
み
が
生
息
す
る
。下
流
に
向
か
う
に
つ
れ
て
魚
種
が
増
え
て
い
き
、外
来
種
も
増
え

る
傾
向
に
あ
る
。注
目
す
べ
き
は
下
流
部
に
多
く
存
在
す
る
出
水（
で
す
い
：
湧
き
水

を
主
に
農
業
用
水
と
し
て
用
い
る
取
水
施
設
）で
、そ
こ
は
ア
ブ
ラ
ボ
テ
や
イ
ト
モ
ロコ
、

ヌ
マ
ム
ツ
な
ど
希
少
種
の
最
後
の
楽
園
と
も
言
う
べ
き
場
所
と
な
って
い
る
。ち
な
み

に
、淡
水
魚
を
地
球
全
体
で
見
る
と
、地
球
上
に
存
在
す
る
水
の
う
ち
、陸
上
に
存
在

す
る
水
は
０・０
１
％
に
満
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
魚
類
の
約
４３
％
の
種（
約
１

万
２
０
０
０
種
）が
陸
上
に
存
在
す
る
水
の
中
に
生
息
し
て
い
る
。こ
の
著
し
い
多
様

性
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
は
、①
平
均
の
水
深
が
海
よ
り
浅
い
た
め
、植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
水
草
な
ど
が
繁
殖
し
や
す
く
、こ
れ
ら
が
淡
水
生
物
の
命
を
支
え
て
い
る
こ
と
、

②
棲
ん
で
い
る
川
や
湖
か
ら
、別
の
水
域
に
自
力
で
移
動
で
き
な
い
た
め
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
別
の
種
に
進
化
し
て
い
き
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

県内では、これまで約300種の鳥類が確認されており、そのうち、土器川
の中流（常包橋以北）から河口にかけた河川敷では、その3分の1にあたる
106種類（大陸から飛来した２亜種を含む）が確認されている。

土
器
川
の
純
淡
水
魚
や
淡
水
産
貝
類
は
、陸
水
と
い
う
限
ら
れ
た
世
界

の
中
で
、水
深
や
流
れ
の
速
さ
な
ど
、自
身
に
適
し
た
環
境
を
選
ん
で
棲
み

つ
き
、一生
を
そ
こ
で
過
ご
す
。そ
れ
に
比
べて
鳥
類
は
、採
餌
や
繁
殖・産
卵

す
る
場
所
を
、広
い
範
囲
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。で
は
、鳥
類
は
土
器
川

を
ど
の
よ
う
に
利
用
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
は
じ
め
に
、土
器
川
周
辺

で
見
ら
れ
る
種（
留
鳥
、夏
鳥
、冬
鳥
、漂
鳥
、旅
鳥
）の
う
ち
、利
用
目
的
別

に
み
る
と
、Ⓐ
餌
場（
食
事
場
所
と
し
て
い
る
種
）は
66
種
、Ⓑ
餌
場・繁
殖

地（
餌
場
だ
け
で
な
く
、さ
ら
に
営
巣
し
て
繁
殖
に
利
用
し
て
い
る
種
）は
39

種
、Ⓒ
ね
ぐ
ら（
た
だ
寝
る
だ
け
の
場
所
と
し
て
い
る
種
）は
１
種
と
な
る

（
図
1
を
参
照
）。す
な
わ
ち
、鳥
類
の
ほ
と
ん
ど
の
種
が
土
器
川
を
餌
場
と

し
て
お
り
、そ
の
う
ち
の
約
３
分
の
１
の
種
が
餌
場・繁
殖
の
場
所
と
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。つ
ぎ
に
、そ
れ
ら
を
流
れ
る
川
に
近
い
位
置
か
ら
①
水
辺

（
淡
水
域
や
河
口
干
潟・海
域
）（
主
に
カ
モ
類
、シ
ギ
類
、サ
ギ
類
）、②
草
原

性（
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
や
ヒ
バ
リ
な
ど
）、③
林
縁
性（
ホ
オ
ジ
ロ
や
ア
オ
ジ
な

ど
）、④
森
林
性（
ウ
グ
イ
ス
や
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
）、⑤
市
街
地（
ス
ズ
メ
や

ド
バ
ト
な
ど
）に
分
け
て
み
る（
図
2
を
参
照
）。そ
の
結
果
、餌
場
と
し
て
最

も
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
水
辺
の
鳥
で
、次
い
で
森
林
性
、草
原
性
の

鳥
と
続
く
。餌
場
や
餌
場・繁
殖
地
で
極
端
に
少
な
い
の
は
林
縁
性
の
鳥
で

あ
る
。繁
殖
期
に
土
器
川
周
辺
に
生
息
す
る
留
鳥
や
夏
鳥
、漂
鳥
の
う
ち
、

実
際
に
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
種
は
、水
辺
の
鳥
で
は
５５
％
で
あ
る
の
に

対
し
、森
林
の
鳥
で
は
７８
％
で
あ
る
の
で
、土
器
川
で
は
水
辺
だ
け
で
な
く

河
川
敷
の
森
林
も
重
要
な
生
息
環
境
と
な
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、土
器
川
は

特
に
、森
林
の
鳥
類
に
と
って
価
値
の
高
い
環
境
と
な
って
い
る
よ
う
だ
。

川は、陸上に降り注いだ雨が標高の高い場所から低い場所へと集まりながら海へ流れ出る水の通り道だ。標高の高低差は、地球の活動（地殻変動）に
よって生じるため、この活動が続く限り、川の源や流路は時代とともに変化し続ける。なぜ土器川を始めとする県下の河川は急流で短いのか、また、その結
果、どのように様々な環境がつくられ、その環境に適応してどのような生物が棲みついているか探求してみよう。

讃
岐
山
脈
は
、太
古
の
海
に
降
り
積
も
っ
た
砂
や
泥
が
固
ま
って
で
き
た

地
層（
和
泉
層
群
）が
地
球
の
活
動
に
よ
っ
て
隆
起
し
て
で
き
た
山
脈
で
、

徳
島
県
と
香
川
県
を
隔
て
る
存
在
で
も
あ
る
。土
器
川
は
、讃
岐
山
脈
南

部
の
滝
ノ
奥
峠
に
源
を
発
し
、讃
岐
山
脈
の
最
高
峰
の
竜
王
山
と
大
川
山

を
分
断
し
て
北
に
流
れ
、丸
亀
平
野
の
扇
状
地
を
形
成
す
る
急
流
河
川
で

あ
る
。こ
の
た
め
河
床
は
、和
泉
層
群
の
砂
岩
礫
が
堆
積
し
た
礫
河
原
で

あ
る
。ま
た
、下
流
の
中
方
橋
か
ら
高
柳
橋
の
区
間
で
は
年
間
2
0
0
日

も
川
に
水
が
流
れ
な
い
瀬
切
れ
が
発
生
す
る
、川
の
生
物
に
と
って
は
生
息

や
繁
殖
が
し
に
く
い
環
境
と
な
って
い
る（
写
真
１
を
参
照
）。

と
こ
ろ
で
、満
濃
池
周
辺
の
丘
陵
を
構
成
す
る
三
豊
層
群（
約
3
0
0

万
年
前
か
ら
数
10
万
年
前
）の
下
部
層
か
ら
徳
島
県
側
の
四
国
山
地
に

し
か
存
在
し
な
い
は
ず
の
三
波
川
変
成
岩
類
の
片
岩
礫（
写
真
２
を
参

照
）が
見
つ
か
っ
て
い
る
。こ
の
片
岩
礫
は
、讃
岐
山
脈
が
誕
生
す
る
以
前

に
、四
国
山
地
を
源
と
す
る
河
川
が
古
土
器
川
の
谷
か
ら
、香
川
県
側
に

流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。土
器
川
の
源
流
は
滝
ノ
奥
峠
で

途
切
れ
、そ
の
南
に
は
中
央
構
造
線
と
吉
野
川
が
あ
る
の
で
、中
央
構
造

線
が
約
3
0
0
万
年
間
横
ず
れ
断
層
運
動
を
し
な
が
ら
讃
岐
山
脈
を
隆

起
さ
せ
た
と
す
る
と
、古
土
器
川
の
源
流
は
阿
波
池
田
付
近
の
古
吉
野

川
と
な
る
。土
器
川
の
急
流
は
、中
央
構
造
線
に
よ
る
讃
岐
山
脈
の
隆
起

に
よ
って
で
き
た
の
だ
。

川
は
、雨
水
を
流
す
だ
け
で
な
く
、流
路
の
地
層
を
削
り
な
が

ら
、土
砂
を
海
へ
と
流
し
出
す
。地
層
は
地
球
の
歴
史
を
記
録
し

て
お
り
、川
に
よ
って
洗
い
出
さ
れ
て
出
て
き
た
化
石
や
鉱
物
は
、

か
つ
て
そ
こ
が
ど
の
よ
う
な
環
境
だ
っ
た
の
か
、ど
ん
な
生
き
物
が

生
息
し
て
い
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
。ま
ん
の
う
町
の
土
器
川

本
流
で
は
、表
面
に
馬
の
蹄
の
よ
う
な
形
の
あ
る
馬
蹄
石
が
水
流

の
合
間
や
周
辺
か
ら
見
つ
か
って
お
り（
写
真
３
を
参
照
、位
置
は

裏
面
の
地
図
を
参
照
）、そ
の
正
体
は
白
亜
紀
後
期（
8
0
0
0

万
年
前
〜
7
5
0
0
万
年
前
頃
）の
カ
キ
の
化
石
層
で
あ
る
。こ

の
化
石
は
、①
か
つ
て
こ
の
場
所
は
川
が
流
れ
込
む
汽
水
域
の
浅

い
海
の
底
で
あ
っ
た
こ
と
、②
こ
こ
に
太
古
の
カ
キ
が
棲
み
つ
き
、

こ
れ
ら
の
貝
殻
を
足
場
に
し
て
更
に
別
の
カ
キ
が
定
着・生
育
し

続
け
る
こ
と
で
、カ
キ
の
密
集
場
所（
カ
キ
礁
）が
で
き
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。こ
の
場
所
に
足
を
運
び
、恐
竜
が
存
在
し
て
い
た

太
古
の
時
代
の
、人
間
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
美
し
い
海
を
想
像

し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

※ 神社の位置については、裏面の地図をご参照ください。

名　称 見　ど　こ　ろ

土器川水系で最も良く照葉樹林が残っている。山裾にあるウラジロガシ
主体の林で、落葉広葉樹のヤマザクラも混じるが、サカキやヤブニッケ
イなどの常緑広葉樹が多い。

社叢は国指定の天然記念物である。境内はスギの大木が多いが、南側
斜面に照葉樹林が残っている。ツブラジイ主体の林で、シリブカガシや
ヤブツバキなどの常緑広葉樹が混じる。林床にはシダ類が多く、ナチク
ジャクやヤノネシダ、ヌリトラノオなどが見られる。

ウラジロガシやカゴノキなどが自生している。

ツブラジイが香川の保存木となっている。

ウラジロガシが香川の保存木となっている。

八幡神社

天川神社

福家神社

西 の 宮

前ノ川神社

【表1】お勧め社寺林ベスト５

【表1】土器川の魚類の生息パターンと流域ごとの生息種数
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祓川橋
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河口
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河 口
下 流
中 流
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源 流

62種
22種
20種
6種
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12種
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0種

　【図1】土器川流域における淡水産貝類の主な生活環境

【図1】土器川の鳥類の利用目的

【図2】土器川での鳥類の主な
　　  生息環境別にみた利用目的

1
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ

1
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

タ

カ

ハ

ヤ

2
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ア

マ

ゴ

等

1
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

1
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ア

カ

ザ

4
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

オ

ヤ

ニ

ラ

ミ

等

3
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

カ

ワ

ム

ツ

等

18
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
等

8
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ア

ブ

ラ

ボ

テ

等

1
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ニ

ホ

ン

ウ

ナ

ギ

4
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ヌ

マ

チ

チ

ブ

等

57
種
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ト

ビ

ハ

ゼ

等
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Ⓑ餌場・繁殖地
　（39種）

餌場 餌場・繁殖地

Ⓒねぐら（1種）

水 田 6種（マルタニシ、サカマキガイ、ヒメモノアラガイ等）

用水路 5種（ヒメタニシ、マツカサガイ、カタハガイ等）

河 川 2種（カワニナ、ホラアナミジンニナ）

①水 辺
　（48種）

②草 原
　（14種）

④森 林
　（31種）
③林 縁
　（5種）

⑤市街地
　（9種）
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国土交通省の河川水辺の国勢調査によれば、土器川の中流（常包橋以
北）から河口にかけて、1996年から2018年までに少なくとも（未同定種を
除く）、1,419種の昆虫類が確認されている。

昆
虫
類
は
、淡
水
魚
類
や
淡
水
産
貝
類
、鳥
類
と
異
な
り
、冬
に
は
大
変

見
つ
け
に
く
い
。目
立
た
な
い
卵
や
蛹
で
越
冬
し
た
り
、土
の
中
で
過
ご
し

た
り
す
る
種
が
多
い
か
ら
だ
。で
は
、土
器
川
の
昆
虫
類
は
い
つ
多
く
見
ら

れ
る
の
か
？一般
的
に
は「
夏
だ
！
夏
休
み
だ
！
昆
虫
採
集
だ
！
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、土
器
川
に
お
け
る
春
夏
秋
の
調
査
結

果
を
季
節
ご
と
に
集
計
す
る
と
、一番
多
く
見
ら
れ
る
の
が
実
は
春
な
の
だ

（
図
１
を
参
照
）。そ
の
理
由
と
し
て
は
、植
物
に
依
存
し
て
い
る
種
が
多
い

昆
虫
類
に
と
っ
て
、春
は
食
べ
や
す
い
新
芽
や
若
葉
が
多
く
、蜜
を
提
供
す

る
花
が
多
く
咲
く
な
ど
、繁
殖
し
や
す
い
条
件
が
揃
って
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、若
干
の
差
な
が
ら
も
河
口
域
で
は
夏
に一番
多
く
の

種
が
見
つ
か
って
お
り
、何
ら
か
の
環
境
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。次
に
、土
器
川
の
ど
の
場
所
に
昆
虫
類
が
多
い
の
か
を
見
て
み
よ
う
。先

に
述
べ
た
よ
う
に
、昆
虫
類
に
は
植
物
に
依
存
す
る
種
が
多
い
た
め
、世
界

的
に
見
て
も
植
物
の
種
数
が
多
い
地
域
に
昆
虫
類
が
多
い
。土
器
川
で
は

河
口
や
下
流
よ
り
も
中
流
の
方
が
植
物
の
種
数
が
多
く（
土
器
川
の
植
物

を
参
照
）、実
際
に
昆
虫
類
も
中
流
に
多
い（
図
２
を
参
照
）。こ
れ
ら
の
情

報
を
参
考
に
し
て
、楽
し
い
昆
虫
採
集
計
画
を
立
て
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

【図1】土器川における
昆虫類の
出現時期の割合
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（注）ジョウビタキを市街地と森林性の両方でカウント・集計
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県内では、これまで約300種の鳥類が確認されており、そのうち、土器川
の中流（常包橋以北）から河口にかけた河川敷では、その3分の1にあたる
106種類（大陸から飛来した２亜種を含む）が確認されている。

））））））））））））

土器川の鳥類

土器川では、これまでに純淡水魚34種、通し回遊魚17種、周縁性淡水魚（汽
水域でみられる魚類の総称）50種の合計101種の淡水魚が確認されている。

土器川の魚類

／松本 一範／吉川 武憲／まんのう町建設土地改良課／まんのう町農林課

川
は
、雨
水
を
流
す
だ
け
で
な
く
、流
路
の
地
層
を
削
り
な
が

ら
、土
砂
を
海
へ
と
流
し
出
す
。地
層
は
地
球
の
歴
史
を
記
録
し

て
お
り
、川
に
よ
って
洗
い
出
さ
れ
て
出
て
き
た
化
石
や
鉱
物
は
、

か
つ
て
そ
こ
が
ど
の
よ
う
な
環
境
だ
っ
た
の
か
、ど
ん
な
生
き
物
が

生
息
し
て
い
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
。ま
ん
の
う
町
の
土
器
川

本
流
で
は
、表
面
に
馬
の
蹄
の
よ
う
な
形
の
あ
る
馬
蹄
石
が
水
流

の
合
間
や
周
辺
か
ら
見
つ
か
って
お
り（
写
真
３
を
参
照
、位
置
は

裏
面
の
地
図
を
参
照
）、そ
の
正
体
は
白
亜
紀
後
期（
8
0
0
0

土器川における在来種・外来種の割合
国土交通省の河川水辺の国勢調査によれば、土器川の中流（常包橋以北）から河口に
かけて、1993年から2012年までに計667種の維管束植物（シダ植物と種子植物）が確
認されており、そのうちの461種（約70％）が在来種である。

土器川 の植物

流
域
や
環
境
が
生
み
出
す
多
様
性

鳥
は
何
し
に
土
器
川
へ
？

川は、陸上に降り注いだ雨が標高の高い場所から低い場所へと集まりながら海へ流れ出る水の通り道だ。標高の高低差は、地球の活動（地殻変動）に
よって生じるため、この活動が続く限り、川の源や流路は時代とともに変化し続ける。なぜ土器川を始めとする県下の河川は急流で短いのか、また、その結
果、どのように様々な環境がつくられ、その環境に適応してどのような生物が棲みついているか探求してみよう。

土器川の なりたち

河
川
敷
の
植
生

本
来
の
植
生
の

面
影
を
追
う
！

川
の
生
き
物
に
厳
し
い
瀬
切
れ

移
り
変
わ
る
源
と
流
路

土
器
川
が
洗
い
出
す
地
球
の
歴
史

分 布
日本（北海道～九州）、朝鮮半島
殻 高

60mm
殻 径

50mm
殻 高

40mm
殻 長

70mm
殻 高

1.5mm
殻 径

1mm

マルタニシ カタハガイ ホラアナミジンニナ
分 布

日本固有種（本州～九州）
分 布

日本固有種（紀伊半島～四国、九州北部）

土器川下流域（丸亀平野）
の水田やため池に生息する。

香川県では土器川中流域
の用水路にのみ生息する。

流れの緩やかな源流部の礫
の底面や側面に生息する。

淡
水
産
貝
類
は
海
で
誕
生・進
化
し
、川
や
池
に
進
出
し
て
き
た
生

き
物
だ
。同
じ
よ
う
な
道
を
歩
む
淡
水
魚
と
異
な
り
、こ
れ
ら
貝
類
は

適
応
進
化
の
歩
み
が
遅
い
た
め
か
、流
れ
の
あ
る
水
域
に
進
出
し
た
種

は
カ
ワ
ニ
ナ
と
ホ
ラ
ア
ナ
ミ
ジ
ン
ニ
ナ
の
２
種
だ
け
で
、残
り
の
22
種
は

土
器
川
と
つ
な
が
る
流
れ
の
緩
や
か
な
用
水
路
や
周
辺
の
水
田
、た
め

池
な
ど
を
主
な
生
息
環
境
と
し
て
い
る（
図
１
を
参
照
）。そ
れ
は
、香

川
県
の
土
器
川
を
含
め
た
各
河
川
は
、急
流
で
短
い
う
え
中
流
に
お
い

て
瀬
切
れ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、下
流
に
お
け
る
砂
泥
の
堆
積

量
が
少
な
く
、た
と
え
堆
積
し
て
も
す
ぐ
に
感
潮
域
に
入
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。淡
水
二
枚
貝
の
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
と
カ
タ
ハ
ガ
イ
は
、砂
泥

が
大
量
に
堆
積
し
て
い
る
流
れ
の
緩
や
か
な
環
境
を
好
む
た
め
土
器
川

流
域
で
は
主
に
用
水
路
に
生
息
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、流
れ
が
緩
や
か

で
砂
泥
が
大
量
に
堆
積
し
て
い
る
対
岸
の
岡
山
県
の
旭
川
や
高
梁
川
、

吉
井
川
な
ど
で
は
、本
流
の
下
流
域
に
も
生
息
し
て
い
る
。ま
た
、香
川

県
で
は
主
に
た
め
池
に
生
息
す
る
ド
ブ
ガ
イ
さ
え
も
、岡
山
県
で
は
各

河
川
の
下
流
に
多
数
の
個
体
が
生
息
す
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

淡
水
産
貝
類
に
と
っ
て
、土
器
川
に
代
表
さ
れ
る
県
下
の
各
河
川
は
棲

み
に
く
い
環
境
の
よ
う
だ
。

土器川流域ではこれまで24種の淡水産貝類が確認されており、そのうちの21
種が在来種である。河口では32種の汽水産・海産貝類が確認されている。上
流域周辺の森林には、多様なカタツムリの仲間（陸貝）が生息し、保全上の重
要な地域となっている。

土器川流域ではこれまで24種の淡水産貝類が確認されており、そのうちの21
種が在来種である。河口では32種の汽水産・海産貝類が確認されている。上
流域周辺の森林には、多様なカタツムリの仲間（陸貝）が生息し、保全上の重

土器川の貝類

土
器
川
水
域
の
棲
み
心
地
は
？

国土交通省の河川水辺の国勢調査によれば、土器川の中流（常包橋以
北）から河口にかけて、1996年から2018年までに少なくとも（未同定種を
除く）、1,419種の昆虫類が確認されている。

土器川の昆虫

昆
虫
採
集
は
計
画
的
に
！

春
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夏
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飯野山
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瀬戸内海

県内では、これまで約300種の鳥類が確認
されており、そのうち、土器川の中流（常包
橋以北）から河口にかけた河川敷では、そ
の3分の1にあたる106種が確認されている。
多くの鳥類の繁殖地や餌場となっている。

土器川の鳥類

土器川の中流（常包橋以北）から河口にかけて、
1993年から2012年までに計667種の維管束植
物（シダ植物と種子植物）が確認されており、そ
のうちの461種（約70％）が在来種である。

土器川の植物

土器川の中流（常包橋以北）から河口にかけて、
1996年から2018年までに少なくとも（未同定種を
除く）、1,419種の昆虫類が確認されている。

土器川の昆虫

源流から河口に至るまでの
本流や周辺の水田、森林で
計14種が確認されている。

土器川の
両生類

土器川流域ではこれまで24種の淡水産貝
類が確認されており、そのうち21種が在来
種である。河口では32種の汽水産・海産貝
類が確認されている。上流域周辺の森林に
は、多様なカタツムリの仲間（陸貝）が生息
し、保全上の重要な地域となっている。

土器川の貝類

土器川では、これまでに汽水域で29種、淡水域で4種、両域に
生息する2種の合計35種のエビ類とカニ類が確認されている。

土器川の甲殻類

土器川の哺乳類
土器川の中流（常包橋以北）から河口にかけて、計約13種の
中型と小型哺乳類が確認されている。コウモリやネズミの仲
間などの小型種は下流から中流にかけて広く分布する傾向
があるのに対し、タヌキやテンなど中型種は中流域でしか見
つかっていない。正確に同定された二ホンイタチとシベリアイ
タチが同所的に生息している県下唯一の場所が土器川の
河川敷であり、注目に値する。河川敷であり、注目に値する。

カヤネズミ
頭胴長54～79mm、尾

長 47～91mm。日本最
小

のネズミで、背丈の高い
草原に生息し、土器川

で

は中流・下流域に生息
する。雑食性で、昆虫や

イ

ネ科植物の種子などを
食べる。写真のように、

ス

スキなどのイネ科植物の
葉で球形の巣をつくる

。

土器川の魚類
土器川では、これまでに純淡水魚34種、通
し回遊魚17種、周縁性淡水魚（汽水域でみ
られる魚類の総称）50種の合計101種の淡
水魚が確認されている。

多度津駅多度津駅多度津駅多度津駅

全長約9cm。土器川では
河口干潟の泥上に生息し、甲殻類
やゴカイ類を食べる。

トビハゼ
河口干潟の泥上に生息し、甲殻類

全長約10cm。土器川では中流域の
本流や支流に生息し、昆虫やエビ、小魚を食べ
る。

オヤニラミ
本流や支流に生息し、昆虫やエビ、小魚を食べ

全長約10cm。土器川では上流域に
生息し、主に水生昆虫を食べる。

アカザ

土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類土器川の魚類

全長約6cm。土器川では源流部に生息し、主に
底生の水生昆虫などを食べる。

ナガレホトケドジョウ

全長46～58cm。土器川では冬季に
淡水域に飛来し、主に植物（種子や茎、葉、根、
水生植物など）を食べ、そのほか、昆虫や魚類、
両生類などの小動物も食べる。

オカヨシガモ
淡水域に飛来し、主に植物（種子や茎、葉、根、

黒川駅黒川駅黒川駅黒川駅

全長約16cm。土器川で
は冬季に川原や海岸、農耕地など
の開けた土地に群れで飛来し、主に
地上で、草の実や昆虫類を食べる。

タヒバリ
は冬季に川原や海岸、農耕地など

全長約17cm。土器川では上流から
下流の水辺に生息し、水辺の石や枝の上から
水中に飛び込んで、主に魚類をとらえる。魚類
が少ない場所ではエビをよく食べる。

カワセミ

全長21～23cm。土器川では主に上
流域の渓流に生息し、カゲロウなどの水生昆
虫やカニ・小魚を食べる。

カワガラス

全長約8cm。土器川では
下流域に生息し、特に出水（です
い：湧き水を主に農業用水として用
いる取水施設）に多い。主に付着
藻類やイトミミズなどの水生生物、
底生の小甲殻類を食べる。

イトモロコ
下流域に生息し、特に出水（です

八十場駅八十場駅八十場駅八十場駅

鴨川駅鴨川駅鴨川駅鴨川駅

国分駅国分駅国分駅国分駅 端岡駅端岡駅端岡駅端岡駅

鬼無駅鬼無駅鬼無駅鬼無駅鬼無駅鬼無駅鬼無駅鬼無駅鬼無駅鬼無駅

ヨシ
草丈200～300㎝の大型の多年草。土器川では河口域の泥湿地に生育する。ヨシの群落は昆虫や鳥類などの貴重な棲みかとなる。中心の鳥はオオヨシキリで主にヨシ原に生息する。

▲▲▲▲▲
竜王山竜王山竜王山

土器川の中流（常包橋以北）から河口にかけて、
カツラ
樹高30ｍになる落葉

高木。写真の大木は

香川の保存木に指定
されている「三角のカ

ツラ」で、土器川上流
の国道438号沿いに

生育するが、植栽と言
われている。

草丈約200㎝、つる性の１年草。
湿生植物で、土器川では主に下流域の
日当たりの良い水辺に自生し、巻きひげを
ほかの植物に巻きつかせてはい上がる。

ゴキヅル

草丈10～100㎝の越年
草。沈水～湿生植物で、土器川で
は中流域から下流域に自生し、川
岸で見られる。

カワヂシャ

土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物土器川の植物

草丈5～20㎝の多年草。
土器川では源流部に自生し、常に
水がにじみ出ているような日陰の岩
場で見られる。

イワタバコ

草丈5～20㎝の常緑の多年草。
土器川では中流域に自生し、やや湿った
日当たりのよい河川敷で見られる。

アリアケスミレ

体長約4㎜。土器川では河口干潟の
ヨシ原に生息する。ヨシにつくモモコフキアブラ
ムシを食べる。

ジュウクホシテントウ
ヨシ原に生息する。ヨシにつくモモコフキアブラ

体長17～19㎜。土器川では中・下流
域の河川敷に生息する。小型のナメクジを好んで
食べる。

オオヨツボシゴミムシ

体長約8㎜。土器川では主に中・下流
域に生息する。成虫も幼虫も、河川敷に自生する
カワヤナギやジャヤナギの葉を食べる。

ヤナギハムシ
域に生息する。成虫も幼虫も、河川敷に自生する

前翅長：30～42㎜。土器川では主に
中・下流域に生息する。幼虫はヤナギ類の葉を食
べて育つ。ヤナギ類は河川敷の水辺に生えるた
め、結果的にこのチョウは河川敷で良く見られる。

コムラサキ
中・下流域に生息する。幼虫はヤナギ類の葉を食

土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫土器川の昆虫

体長42～46㎜。土器川では上流域に
生息する。羽化後は水域近くの林縁などで摂食活
動を行い、成熟すると水辺で繁殖活動を行う。

タビドナサエ
生息する。羽化後は水域近くの林縁などで摂食活

体長38～53㎜。土器川では源流部に
生息する。世界中で四国だけに分布しているトン
ボで、森林に覆われた渓流で見られる。

シコクトゲオトンボ

殻高約5㎜。土器川では下流域の用
水路の側壁の割れ目などに生息する。水際の
湿った場所でしか生きられない陸貝で、水にもぐ
ることはない。

ウスイロオカチグサ

土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類土器川の貝類

殻長約60㎜。土器川では中・下流域に広
がる丸亀平野の用水路やため池に生息する。殻が
十分埋まる程度の深さと柔らかさのある砂礫底を好
む。河川改修の影響で絶滅の危機に瀕している。

マツカサガイ

体長37～53mm。土器川では上流
域から中流域の限られた場所で見られる。特に
水田周辺の1年中、水が浅くたまった環境に生
息する。主に小型の昆虫類を捕食する。

ツチガエル

体長29～55mm。土器川では上流
域から河口域まで広く見られる。特に水田とそ
の周辺に多い。主に小型の昆虫類を捕食する。

ヌマガエル

シコクトゲオトンボ

殻高約1.5㎜。土器川では流れの緩
やかな源流部の礫の底面や側面に生息する。
県下では讃岐山脈の各河川の源流部に分布
する。

ホラアナミジンニナ
やかな源流部の礫の底面や側面に生息する。

体長37～69mm。土器川では上流
域に見られる。川の中に直径約30cmの石が
多い環境で見られることが多い。主に昆虫やク
モ類を捕食する。

カジカガエル

土器川の土器川の土器川の土器川の土器川の土器川の土器川の土器川の土器川の

体長30～58mm。土器川で
は源流域の山地や森林内の渓流付近
に見られる。主に昆虫やクモ、陸生の巻
貝などを捕食する。

タゴガエル

土器川の土器川の土器川の土器川の土器川の

初夏のころ、小さな渓流の伏
流水の水たまりや、岩の割れ目などに、
30～160個の白い卵を産む。幼生は変
態するまで卵黄の栄養だけで成長する。

タゴガエル（卵塊）

殻高約30㎜。土器川では
上流域から下流域に広く生息し、河
川の本流や用水路に普通に見られる。

カワニナ

体長約100㎜。土器川では中流域か
ら下流域で見つかっている。主に水生動物や
魚の死骸、イトミミズなどの有機物を食べ、藻類
なども食べる。

テナガエビ

甲幅約35㎜。土器川では河口干潟
に生息する。干潮時には巣穴から出て砂を口
に入れて有機物や藻類を食べる。

シオマネキ

このガイドマップについて
●土器川には、このマップにある生き物の情報のほかにも、たくさんの素
晴らしい場所があります。そんな場所を見つけたら、このマップに書き
込んで、皆さんのオリジナルのマップをつくってください。
●このマップでは、自然観察に適した道を紹介していますが、登山道の途
中には足元の悪い場所や幅の狭いところがありますので、十分に気をつ
けてください。
●この地図はデフォルメ表示されていますので、距離の目測には適してい
ません。

全長44～48cm。土器
川では冬季に河口干潟に飛来し、
魚類や両生類、甲殻類、昆虫類な
どを食べる。

ウミネコ

土器川の鳥類土器川の鳥類土器川の鳥類土器川の鳥類

本流や支流に生息し、昆虫やエビ、小魚を食べ
る。
本流や支流に生息し、昆虫やエビ、小魚を食べ

全長約27cm。土器川で
は冬季に河川や周辺の水田に飛
来し、主に昆虫類や甲殻類、その
他節足動物等の小動物を食べ、植
物の種子等も食べる。

タシギ

殻高約6㎜。土器川では河口
域の泥に半分埋もれた礫の底面に生
息する。この貝が生きていくうえで、生息
場所にアナジャコなどの生物の巣穴が
必要であることが判明している。河川改
修の影響で絶滅の危機に瀕している。

ワカウラツボ

草丈10～40㎝の多年草。土器川で
は源流部に自生し、渓流近くの水辺や湿地など
で見られる。

ミズタビラコ

草丈30～40㎝の多年草。土器川で
は源流部に自生し、沢沿いのやや暗い水湿地
で見られる。

ニッコウネコノメソウ
は源流部に自生し、沢沿いのやや暗い水湿地

イラストマップは地理院地図（国土地理院）を加工して作成


